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緒 言

既製服が市場にあふれている現代では，ほとんどの若者がファッション情報を様々な媒体を

通して常に吸収し，既製服を購入している．既製服を選ぶ基準のひとつに，サイズが挙げられ

るが，なかなか自分に合ったものがないという声を耳にする．現在の既製服のサイズは，日本

規格協会により1997年に制定された成人女子用衣料サイズが用いられている．

成人女子用衣料サイズは，1965～1967年に第１回目の体格調査が行われ，1971～1972年の調

査を加え，1980年に初めて制定された��後，通商産業省工業技術院が実施した２回目の体格調査

を基に，1985年に改正された��．さらに，３回目の人体計測が1992～1994年に（社）人間生活工

学研究センターを中心に行われ，現在の成人女子用衣料サイズが1997年に制定されており��，今

までに２回の改定がなされてきている．

しかし，現行の成人女子用衣料サイズの制定からすでに10年以上が経過しており，その見直

しが必要となっていると思われる．

本報では，女子大学生の体型を把握し，ほとんどの人が着用していると思われる既製服につ

いてサイズをどのように選択しており問題点はあるのかを調査し，10年余り前に制定された規

格にどの程度適合しているかを知るとともに，成人女子用衣料サイズの改正が必要な点を提案

することを目的とする．

方 法

１．身体計測

被験者は，2004年度１年次学生51名と2005年度１年次学生54名の合計105名である．

計測における被験者の着衣は，ブラジャーとショーツを着用した上に，体を締め付けない大

きさの競泳用水着を着用した．さらに，ウエスト部分には幅2.5㎝の中央に黒線を引いたものを

巻いた．

身体計測は，マルチン計測器を用い，計測点および計測方法は，日本人の人体計測データ作

成のためにまとめられた『設計のための人体計測マニュアル』��の方法に準じた．用いた計測項
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目は，既製衣料のサイズに関係がある身長・胸囲・腰囲・胴囲・背肩幅・袖丈の６項目である．

なお，以下，胸囲・腰囲・胴囲についてはJIS成人女子用衣料サイズで使用されているバスト・

ウエスト・ヒップを用いることとする．

得られた身体計測値は，平均値，標準偏差を求め，成人女性の人体計測データ〈JIS L4005―

1997〉と比較し，クロス集計の結果などにより，既製衣料サイズと比較検討した．

２．学生アンケート

既製衣料サイズの検討を行うに当たり，若い女性の既製服の購入における選択方法の状況を

把握するために，アンケート調査を行った．

被験者は，女子大学生66名であり，現在の居住地は，名古屋市内23名，その他の愛知県内34

名，岐阜県内５名，三重県内４名である．

調査時期は，2005年９月であり，アンケートは，集合調査法で行った．

調査内容は，既製服の購入頻度，既製服購入時の選択方法（自分のサイズに合わせて選択す

る，試着する，試着は半々くらいする，試着しない，適当に買う，店の人に勧められたものを

選ぶ）を複数回答，購入した既製服が自分に合っているか，自分の既製服のサイズ，既製服の

サイズに関する問題点（自由記述）である．

それぞれの項目について，単純集計およびクロス集計を行った．

３．市場調査

市場において，既製服のサイズがどういう状態で販売されているかを把握するために，若い

女性をターゲットにしている名古屋市内の専門店39店，量販店１店，SPA１店の計41店舗につ

いて，サイズ表示の記述方法およびサイズ展開数を調査した．

結果および考察

１．女子大学生の体型

今回の被験者は，18・19歳の女子大学生であり，その

身体計測値の平均は，身長158.13㎝，バスト80.83㎝，ウ

エスト63.41㎝，ヒップ89.64㎝，背肩幅40.58㎝，袖丈52.58㎝

である．既製衣料サイズを設定する時に用いられた成人

女性の人体計測データ

〈JIS L4005―1997〉の数値を基準とし，モリソンの関係

偏差折線を図１に示す．それを見ると，身長と胴囲はほ

ぼ近似しているが，胸囲と腰囲はやや細い体型である．

また，参考までに，背肩幅と袖丈を見ると，背肩幅は広

くなり，袖丈は全国平均値とほぼ近似の値を示しており，

この10年余りで，若い女性の体型は変化している箇所が

あることが窺える．本学の学生においての10年前の体型

の比較でも，背肩幅が広くなっているという結果であっ

た��．以上のように，全ての項目が変化しているのではな

く，変化している箇所は一部であると言える．しかし，

これらは，既製服を着用する上で非常に重要な部位であ

ると考えられ，見過ごすことのできない点である．
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図１ 平均値の比較
基準値：『日本人の人体計測データ

1992―1994 16―19歳』
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２．既製服の選択の現状

既製服を着用している若い女性の体型は，現在の既製衣料サイズが制定されてから徐々に変

化している．

そこで，女子大学生の既製服の購入時の状況を把握するために，アンケートを行った．まず既

製服を100％購入し着用している学生は，一人を除く65名であり，その一人も70％は既製服を購

入していると答えている．

その選択方法を図２に示した．どの服種においても自分のサイズを把握し合わせて購入して

いるのは，36.36％～53.03％であり，意外と少ない．それ以外は，「適当に選んでいる」「適当

に選んで試着してみる」「店員の勧めるものを購入する」など様々である．

服種別に見ると，シャツ・ブラウス，Tシャツ・キャミソール，ニット・カットソーでは，「自

分のサイズに合わせて買う」人が半数近く見られ，下衣よりは多いものの，シャツ・ブラウス

については「試着する」と「試着は半々くらいする」を併せて37.88％であり，「試着しない」

人は18.18％，「適当に買う」が10.61％であり，ニット・カットソーでは「試着する」と「試着

は半々くらいする」を併せて18.19％と少なくなり，「試着しない」人は30.30％，「適当に買う」

が19.70％である．さらに，Tシャツ・キャミソールでは，少しでも「試着する」人は12.13％と

減り，「試着しない」人は37.88％と1/3を占め，試着を断っている店の事情もあってか，かなり

多くなる．上衣でも中衣料のジャケットでは，「自分のサイズに合わせて買う」人はやや少なく

なるが，「試着する」人は72.73％と多くなり，「試着は半々くらいする」は10.61％である．下

衣においては，「自分のサイズに合わせて買う」人は少なくなるが，パンツやジーンズでは90％

を超えるほとんどの人が試着すると答えており，「試着しない」「適当に買う」人は見られない．

また，スカートにおいても「試着する」と「試着は半々くらいする」を併せると83.36％となり，

「試着しない」人は4.55％とかなり少なく，「適当に買う」人はいない．自分のサイズを認識し

て選んでいる人は，服種による差は少ないが，試着をする人は上衣軽衣料の購入時では少ない

のに対して，ジャケットやスカートではかなり多くなり，パンツやジーンズではほとんどが試

着をして購入しているといえる．

しかし，どの服種においても「買った服は自分の体に合っている」人は，10％前後を示して

いることは何らかの問題があると考えられる．
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図２ 既製服の購入時の選択状況
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３．既製服の問題点

女子大学生の多くは買った服は自分の体に合っているとはいえないと答えている．そこで，

既製服のサイズに関しての問題点を自由記述で回答を得た．

その結果，具体的な問題点をあげた人は約1/3の21名である．その内訳をみると，パンツ類に

関する内容が半数の11名，全体のサイズに関してが５名，上衣に関してが４名である．先に述

べたように，パンツやジーンズではほとんどが試着をして購入していることから，適当に買う

と体に合わないことを認識していることが窺える．具体的には，「ウエストに対してヒップが大

きいので，ヒップに合わせて購入するとウエストがぶかぶかで困る」という回答が半数見られ

る．また，丈に関する問題点も挙げられている．上衣の問題点では，「肩幅が広い」「袖丈が短

い」が挙げられた．全体のサイズでは，大きいサイズが少ないことが挙げられている．

既製服のサイズを具体的に挙げている人の多くは，体の一部分の大きい人が多い．しかし，

小さい人は，ぴったり合っていなくても着用できることから，前述の買った服は自分の体に合っ

ているとはいえない人が多くなっているのではないかと考えられる．

４．既製服のサイズに関する市場調査

市場において，既製服のサイズがどういう状態で販売されているかを把握するために，若い

女性をターゲットにしている名古屋市内の専門店39店，量販店１店，SPA１店の計41店舗につ

いて調査した．

その結果，すべての店において商品のサイズ表示は単数表示であり，体型区分やボトムスに

おいてのヒップの表示はなかったため，全てA体型（日本人の最も多いバストとヒップの組み合

わせ）の設定になっていると推察できる．サイズ展開については，７サイズが１店，５サイズ

が２店，４サイズが６店，３サイズが18店，２サイズが14店であるが，７サイズや５サイズの

展開がなされているのは，量販店１店，SPA１店であり，専門店においてのサイズ展開は少な

い傾向が見られた．また，３サイズ展開はS・M・Lあるいは36・38・40（インチ），７・９・11

（号），61・64・67（㎝）で示されており，店舗によって差がある．さらに，専門店での４サイ

ズ展開はSSやXSが加わるところが10店，XLが加わるところは４店と小さいサイズが加わると

ころが多く見られた．これらの結果は，先に挙げられている既製服のサイズが自分に合わない

という問題点の要因の一つとも考えられる．

５．JISへの適合度

具体的にJISによって設定されている既製衣料のサイズへの適合度について，身体計測値を用

いて見ることにする．

まず，本報の被験者は，身長では全国の平均値と比較してもほとんど近い値を示していたこ

とから，身長以外のバスト・ウエスト・ヒップについて見るために，３項目の度数分布を図３

に示す．それぞれの級間はJIS成人女子衣料サイズに準じて示した．

日本人の最も平均的な体型とされている９AR（身長158㎝・バスト83㎝・ヒップ91㎝）e�と比

較すると，バストは，80㎝に含まれる人が最も多く，次いで77㎝と小さいほうにずれている．

ウエストについても９ARでのこの年代の参考寸法は64㎝であるのに対して61㎝であり，ここ最

近で一般的に言われてきた若い女性はウエストが太くなり寸胴になる傾向にあることとは逆の

傾向である．それに対してヒップは，JISと同じ91㎝が最も多く，「ウエストに対してヒップが大

きいので，ヒップに合わせて購入するとウエストがぶかぶかで困る」という問題点が挙げられ
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たことを裏付けている．しかし，残りはヒップが91㎝未満の人の方が多くなっていることにも

注目できる．

次に，それぞれの表示方法について検討する．S・M・Lで表示される範囲表示については，

バスト72～80㎝をS，79～87㎝をM，86～94㎝をL，93～101㎝をLL，100～108㎝を３Lと設定さ

れており，本被験者はすべて含まれており，問題はないと考えられる．これは，市販されてい

るほとんどものが範囲表示で表されているシャツ・ブラウスやTシャツ・キャミソール，ニット・

カットソーなど上衣軽衣料の購入時で試着する人が少ないことからも推察できる．

体型区分については，バストとヒップの関係によって設定されている．そこで，それらの関

係を見ることとし，表１に成人女性の人体計測データ７）と本被験者のクロス集計結果を示す．

成人女性の人体計測データは，成人女子の人体計測データ〈JIS L4005-1997〉―数値データと

解析―から引用し，本被験者の級間はJISで用いられている級間を用いた．身長区分において最

も多い身長158㎝について見ると，人体計測データではA体型は16歳から19歳で45.9％が該当す

るが，本被験者では44％とやや低くなっている．さらにヒップの中心値で見ると，人体計測デー
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図３ 本被験者のバスト・ウエスト・ヒップの度数分布

表１ 体型区分表示別該当者比率 身長区分158㎝
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タでは26.22％であり本被験者は26％と差がないが，ヒップを１ピッチ上げてみると，人体計測

データでは22.4％であるのに対して，本被験者は30％となり，バストの割にヒップがやや大き

い人が多く見られる．これは，今後の既製衣料サイズの検討すべき点であると思われる．

単数表示では，「バスト」「ウエスト」「ウエスト及びヒップ」による表示が使われている．前

述したように，「バスト」は平均値が１ピッチ小さいほうにずれてはいるものの，範囲内に全員

が含まれており，自分のバストサイズで購入しているため，あまり支障を感じてないと考える．

ただ，市場で売られている既製服のサイズ展開は，標準とされている９号サイズつまり83㎝を

中心になされているため，今後考えていく必要があると思われる．「ウエスト」についても同様

に標準であるバスト83㎝で64㎝より細い人が多くなっており，同様のことがいえる．次に「ウ

エスト及びヒップ」について見るために，表２に成人女性の人体計測データと本被験者のクロ

ス集計結果を表１と同様に示す．既製衣料のサイズでは，16歳から19歳の若い層では，上位３

サイズの61-89（ウエスト―ヒップ：以下同様）で6.6％，64-91で6.5％，64-89で6.4％の合計

19.5％の人をカバーしているのに対して，本被験者では61-89で6.7％，64-91で5.7％，64-89で

2.9％の合計15.3％となり，カバー率が下がる．カバー率を上げるためには，64-89で2.9％に替

えて，61-87の7.6％や58-83の5.7％の小さいサイズが必要となる．また，大きいサイズでも70-

99で2.9％が出現し，成人女性の人体計測データとややずれが見られる．前述の市場調査でも述

べたが，市場に出ているスカートやパンツなどのボトム類は，「ウエスト及びヒップ」を用いて

販売されているものは少なく，「ウエスト」の単数表示あるいはS・M・Lが使われている．その

ため「ウエスト及びヒップ」の出現率の高いものを参考にヒップサイズを決定して既製服が作

られていると考えられる．そのことから，「ウエストに対してヒップが大きいので，ヒップに合

わせて購入するとウエストがぶかぶかで困る」という問題点が出ていると推察でき，この点も

今後の既製衣料サイズの検討すべき点であると思われる．
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表２ 単数表示別該当者比率
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要 約

若い女性において10年余り前に制定されたJIS成人女子用衣料サイズの適合度を知るとともに，

改正が必要な点を提案することを目的とし検討を行った結果，この10年余りで，若い女性の体

型は，既製服を着用する上で重要ないくつかの箇所が変化していると推察できる．アンケート

では，既製服を購入し着用している学生はほぼ全員で，自分のサイズを認識して選んでいる人

は服種による差は少ないが，試着をする人は上衣軽衣料の購入時では少ないのに対して，パン

ツやジーンズではほとんどが試着をして購入しているといえる．しかし，どの服種においても

買った服は自分の体に合っている人は少ない．具体的には，パンツ類に関する問題点でウエス

トに対してヒップが大きいという回答が半数見られる．計測値ではバストやウエストについて

はやや小さくなる傾向にある．それに対してヒップは，成人女子の人体計測データと同じ91㎝

が最も多いが，バストやウエストの割にヒップがやや大きい人が多く見られ，挙げられた問題

点を裏付けている．今回の調査で，今後の既製衣料サイズを検討する必要性があることと共に，

市場におけるサイズ展開で考慮すべき傾向が見出せたと考える．

文 献

１）日本規格協会：日本人の体格調査報告書―衣料の基準寸法設定のための―，日本規格協会

（1970）

２）通商産業省工業技術院，日本規格協会，JIS衣料サイズ推進協議会：日本人の体格調査報告

書―既製衣料の寸法基準作成のための―（1978年～1981年），日本規格協会（1984）

３）人間生活工学研究センター：日本人の人体計測データ1992―1994，

（社）人間生活工学研究センター（1997）

４）生命工学工業技術研究所：設計のための人体計測マニュアル，人間生活工学研究センター

（1994）

５）原田他：体型写真から見た女子学生の体型変化，名古屋女子大学紀要，第49号，１―10

（2003）

６）日本工業標準調査会：成人女子用衣料サイズJIS L4005―1997，２～８（1997）

７）通商産業省工業技術院：成人女子の人体計測データ〈JIS L4005―1997〉―数値データと

解析―，（社）人間生活工学研究センター（1997）

女子大学生におけるJIS成人女子用衣料サイズへの適合度と問題点 17


